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緒言
1．デュアルキャリアとスポーツ・ライフ・バランス
　文部科学省 （2017） は，大学生アスリートに修学上の配慮を
することや，将来に向けたキャリア形成支援を行うことを期
待している。つまり，大学生アスリートは，競技生活だけに
専念するのではなく，競技以外の生活 （勉学やキャリア形成） 

にも力を注ぐことが期待されている。そこで，2016 年以降，
デュアルキャリアという用語が政策や研究において用いられ
るようになってきた （阿部ほか , 2021）。デュアルキャリアと
は，「長い人生の一部である競技生活の始まりから終わりまで
を，学業や仕事，その他人生それぞれの段階で占める重要な
出来事やそれに伴う欲求とうまく組み合わせていくこと」（EU 

expert group on “education and training in sport” , 2012 ; 和久 , 

2015） である。そして，デュアルキャリアを横断的に捉える考
え方として，「スポーツ・ライフ・バランス」（Arai, 2013） が
注目されている。スポーツ・ライフ・バランスとは，アスリー
トにおける「競技とそれ以外の生活とのバランス （調和）」の
ことであり （荒井ほか , 2018），アスリートの競技以外の生活
側面に焦点を当てる考え方である。
　米国の NCAA （全米大学体育協会） について言及した齊藤 

（2018） によれば，スポーツの価値を実現するための手段とし
て提唱された一連のスポーツ振興策には，営利的価値と非営
利的価値の 2 つがある。さらに齊藤 （2018） は，非営利的側面
における NCAA の役割は「スポーツを通じた人材の育成」で
あり，それは言い換えると「スポーツと学業の両立」と説く。
このことからも，スポーツ・ライフ・バランスの重要性がう
かがえる。
　欧州では，大学生アスリートに着目した競技と教育の統合
に関する研究が蓄積されているが，わが国では，体系的な研
究の蓄積が成されていない （阿部ほか , 2021）。わが国におい
ても，デュアルキャリアやスポーツ・ライフ・バランスに関
する研究の実施が必要である。

2．ウェルビーイング
　「競技力強化のための施策に関する評価検討会報告書」によ
れば，アスリートを取り巻く昨今の環境を踏まえて，アスリー
ト・ウェルビーイング （アスリートが身体的・精神的・社会的
に良好な状態にあること） への関心が世界的に高まっている 

（競技力強化のための施策に関する評価検討会 , 2021）。衣笠ほ
か （2021） は，先行研究を広く概観したうえで，ウェルビーイ

大学生アスリートのスポーツ・ライフ・バランスはウェルビーイングと関連する
　

Sport-life balance in college athletes linked to their well-being

荒　井　弘　和（法政大学）
Hirokazu Arai

榎　本　恭　介（法政大学大学院）
Kyosuke Enomoto

鈴　木　郁　弥（ドクターキューブ株式会社）
Fumiya Suzuki

町　田　和　梨（法政大学大学院）
Aeri Machida

深　町　花　子（公益財団法人日本スポーツ協会）
Hanako Fukamachi

要　旨
　本研究の目的は，大学生アスリートにおけるスポーツ・ライフ・バランスの現状，および理想と現実のギャップを検証すること
であった。さらに，初年次学生である 1 年生と 2－4 年生の間でスポーツ・ライフ・バランスの指標を比較したうえで，理想と現
実のギャップとウェルビーイングとの関連も検討した。大学生アスリート 149 名のデータを分析したところ，（1） スポーツ・ライフ・
バランスは，時間的なバランスも，精神的なバランスも，やや競技生活に偏っていた。（2） 学年差を検討したところ，精神的なバ
ランスは，2 年生以上の方が競技の比重が大きかった。（3） 時間的なバランス・精神的なバランスともに，バランスの現状と理想
と現実のギャップが，ウェルビーイングと部分的に関連していた。

キーワード：デュアルキャリア，メンタルヘルス，幸福感，スポーツ・ライフ・インテグレーション
Key words :  dual career, mental health, happiness, sport-life integration



6

法政大学スポーツ研究センター紀要

ングやメンタルヘルスといった概念を整理し，「アスリートの
身体的・精神的・社会的幸福感が相互に作用した状態 （ウェル
ビーイング）」をアスリート・ウェルビーイングと定義した。
本研究ではこの現状に鑑み，多角的にウェルビーイングを評
価する。

3．本研究の目的
　このように，スポーツ・ライフ・バランスとウェルビーイ
ングは重要である。ただし，荒井ほか （2021） などの先行研究
では，スポーツ・ライフ・バランスとウェルビーイング （メン
タルヘルス） は別個に検討されており，両者の関連は検討され
ていない。
　そこで本研究の目的は，大学生アスリートにおけるスポー
ツ・ライフ・バランスの現状，および理想と現実のギャップ
を検証することとする。さらに，初年次学生である 1 年生と
2－4 年生の間でスポーツ・ライフ・バランスの指標を比較し
たうえで，理想と現実のギャップとウェルビーイング （主観的
幸福度，協調的幸福感，および，運動部活動に対する総括的
適応感） との関連も検討する。

方　法
1．調査対象者と調査時期
　本研究の対象者は，首都圏に位置する 4 年制大学の 1－4 年
生で，運動部 （いわゆるサークルは除く） に所属している競技
者で，研究参加に同意した者とした。全ての参加者は，いわ
ゆるスポーツ推薦入試制度で入学した競技者であった。調査
は，2017 年 6 月に実施された。

2．測定指標
（1） 人口統計学的データ
　性別，年齢，学年などを測定した。

（2） スポーツ・ライフ・バランス
　荒井ほか （2021） に準拠して，競技生活と競技以外の生活と
のバランスについてたずねた。時間的側面と精神的側面の 2

つの側面について「バランスの現状」と「理想のバランス」
の回答を求めた。「競技生活のみ （0）」から「競技以外の生活
のみ （100）」の 11 段階で評価させた。そして，「理想のバラン
ス」から「バランスの現状」を減ずることで，「理想と現実の
ギャップ」を算出した。

（3） ウェルビーイング
　ウェルビーイングの指標として，本研究では，主観的幸福
度，主観的幸福感，心理的ストレス，および，運動部活動に
対する総括的適応感をたずねた。
　主観的幸福度は，内閣府経済社会総合研究府 （2012） にな
らって，「現在，あなた自身はどの程度幸せですか。「とても
幸せ」を 10 点，「とても不幸せ」を 0 点とすると，何点くら
いになると思いますか。いずれかの数字を 1 つだけ○で囲ん
でください」という教示に対して，0－10 から 1 つの数字を選
択させた。

　相互依存の幸福である「協調的幸福感」の評価に，Hitokoto 

and Uchida （2014） を用いた。「全くあてはまらない （1）」，「あ
まりあてはまらない （2）」，「どちらともいえない （3）」，「やや
あてはまる （4）」，「非常にあてはまる （5）」の 5 つから当ては
まるものを 1 つ選択させた。9 項目を合計して得点を算出し，
得点範囲は 9－45 点であった。
　運動部活動に対する総括的適応感は，桂・中込 （1990） で使
用された尺度の一部を用いて評価した。「全然そう思わない 

（1）」，「そう思わない （2）」，「あまりそう思わない （3）」，「ど
ちらともいえない （4）」，「ややそう思う （5）」，「そう思う （6）」，

「非常にそう思う （7）」の 7 つから当てはまるものを 1 つ選択
させた。2 項目を合計して得点を算出し，得点範囲は 2－14 点
であった。

3．手続き
　大学の講義開始前を利用して質問紙の配布・回収を行った。
その際，参加同意書を事前に配布し，研究参加の同意を得た
上で，質問紙の配布・回収を行った。なお，参加同意書には，
本研究の目的や所要時間，回収した質問紙やデータの取り扱
い方法，本研究から得られる結果のフィードバック方法，研
究者の情報と連絡先について明記した。そして，対象者が回
答をいつでも中断できる権利を明記し，倫理的な配慮を行っ
た。なお本調査は，法政大学文学部心理学科・心理学専攻倫
理委員会において審査を受け，研究実施の承認を得た上で実
施された。本研究のデータは「法政大学スポーツ・ライフ・
バランス研究プロジェクト 2017」で収集されたデータの一部
であり，日比ほか （2019），泉ほか （2019），榎本・荒井 （2020） 

と，人口統計学的データの一部を共有している。

4．分析
　まず，スポーツ・ライフ・バランス得点の分布を確認した。
つづいて，学年 （1 年生かそれ以外か） を独立変数，スポーツ・
ライフ・バランス得点を従属変数とした t 検定を行った。さら
に，スポーツ・ライフ・バランス得点と，ウェルビーイング
との関連を相関分析によって検討した。

結　果
1．対象者の人口統計学的データ
　152 名に対して調査用紙を配布したところ，3 名が研究参加
に同意しなかったため，本研究の対象者は 149 名 （男性 122 名，
女性 26 名，未回答 1 名，平均年齢 18.5 ± 1.6 歳） となった。ま
た，有効回答は 149 名から得られた （有効回答率 98%）。

2．スポーツ・ライフ・バランスの実態
　時間的なバランスも，精神的なバランスも，やや競技生活
に偏っていた （Figure 1，Table 1）。　　
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3．スポーツ・ライフ・バランスの比較
　学年差を検討したところ，精神的なバランスは，2 年生以上
の方が競技の比重が大きかった （Table 2）。　

4．スポーツ・ライフ・バランスとウェルビーイングとの関連
　Table 3 に示すとおり，時間的なバランス・精神的なバラン
スともに，現状のバランスと理想と現実のギャップが，ウェ
ルビーイングと部分的に関連していた。　

考　察
1．スポーツ・ライフ・バランスの実態
　本研究の対象者において，スポーツ・ライフ・バランスの
現状の分布は，競技外の生活よりも，やや競技生活に偏って
いることが明らかとなった。半数以上の体育会学生が「学業
よりも競技を優先したい」と考えていることを示した高峰 

（2010），チームスポーツに取り組む学生アスリートを対象と
した調査において，全体として学業よりもややスポーツ重視
であると明らかにした束原ほか （2019） と同様の結果が導かれ
た。
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Figure 1　時間的バランス （現状） と精神的バランス （現状） の度数分布

Table 1　時間的バランスと精神的バランスの記述データ

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

0149 90 43.29 20.52

0149 100 48.52 16.08

149 90 5.23 19.51

148 90 44.93 20.69

148 90

-50

0

0 48.65 14.51

148 -50 50 3.72 20.38

時間的バランス (現状)

時間的バランス (理想)

時間的バランス (理想と現実のギャップ)

精神的バランス (現状)

精神的バランス (理想)

精神的バランス (理想と現実のギャップ)
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2．スポーツ・ライフ・バランスの比較
　精神的なバランスは，2 年生以上の方が競技の比重が大き
かった。このことから，大学生アスリートの関係者は，アス
リート自身に自分のスポーツ・ライフ・バランスを考える機
会を提供し，アスリートが自らのあるべき姿を追求すること
を支援すべきと考えられるが （荒井ほか , 2021），こういった
支援は，とりわけ 1 年生において重要であると考えられた。

また，学生が自分のスポーツ・ライフ・バランスについて考
えた時に，部活動によっては伝統的な強制力が強く，あるべ
き姿を追求することが難しい可能性もある。そのため，部活
動の文化・伝統・体制の見直しを検討することも大切と考え
られる。

協調的幸福感 主観的幸福度
運動部活動に対する

総括的適応感

時間的バランス 相関係数 .16* .13 .16

　　現状 有意確率 .05 .12

度数

.05

145 148 148

　　理想と現実のギャップ 相関係数 -.14 -.21* -.13

有意確率 .09 .01

度数

.13

145 148 148

精神的バランス 相関係数 .19* .22** .20*

　　現状 .02有意確率 .01

度数

.01

144 147147

　　理想と現実のギャップ 相関係数 -.10 -.21* -.17*

有意確率 .22 .01

度数

.04

144 147147

*p<.05, **p<.01

Table 3　スポーツ・ライフ・バランスとウェルビーイングとの関連

度数学年

1年生 104 45.10 20.29

平均値 標準偏差 t  値 有意確率

442−4年生 20.4039.77

1041年生 48.08 15.08

442−4年生 16.8448.41

1年生 104 2.98 18.64

442−4年生 8.64 16.93

1041年生 20.1547.40

442−4年生 21.0039.09

1年生 104 49.81 14.35

442−4年生 14.6845.91

1年生 104 2.40 19.78

442−4年生 6.82 21.65

時間的バランス (現状)

時間的バランス (理想)

時間的バランス (理想と現実のギャップ)

精神的バランス (現状)

精神的バランス (理想)

精神的バランス (理想と現実のギャップ)

.032.27*

*p<.05

1.50 .14

.23

1.46

-1.21

.15

-.12 .91

.09-1.73

Table 2　学年による時間的・精神的バランスの比較



第 41 号

9

3．スポーツ・ライフ・バランスとウェルビーイングとの関連
　競技生活と競技以外の生活のバランスとウェルビーイング
との関連については，（1） 競技以外の生活の比重が高い方が
ウェルビーイングは好ましく，なかでも，（2） 精神的側面にお
ける競技以外の生活の比重がより重要である。さらに，（3） 時
間的側面と精神的側面のギャップが大きいと，ウェルビーイ
ングは低いという結果が得られた。これらの結果から，ウェ
ルビーイングを好ましく保つためにも，スポーツ・ライフ・
バランスを始めとしたデュアルキャリアのサポートを行うこ
とが有効である可能性が示されたと考えられる。

4．本研究の限界と今後の展望
　本研究は，特定の大学における体育会運動部の学生アスリー
トを対象として実施された。よって，本研究の結果を一般化
することには注意が必要である。しかし，本研究によって明
らかにされた知見は，大学生アスリートの支援を考える際の
貴重な示唆を与えていると考えられる。
　今後の展望として，大学生アスリートのスポーツ・ライフ・
バランスが変容していく様を縦断的に検討することが期待さ
れる。そして，大学生アスリートが理想的なスポーツ・ライ
フ・バランスを保てるよう支援するプログラムの開発が望ま
れる。さらに，競技に取り組む者が競技に取り組む中で積ん
だ経験を競技以外の人生にも活かし，競技以外の生活で体験
したことを競技にも活かしてゆく「スポーツ・ライフ・イン
テグレーション」（荒井ほか , 2021） という考えを元に，大学
生アスリートを支援してゆくことが期待される。
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